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藤沢駅周辺地区再整備構想検討委員会規程

（目的及び設置）

第１条 藤沢市の都心部である藤沢駅南北周辺地区の持続可能な都市形成を図る上

での計画策定に必要な駅周辺地区の再整備に関する基本構想の構築を行うため，

この市に藤沢駅周辺地区再整備構想検討委員会（以下「委員会」という。）を置

く。

（事務）

第２条 委員会は，次の各号に掲げる事項を検討し，所掌する。

（１） 藤沢駅周辺地区再整備に関する基本構想

（２） 前号に掲げるもののほか，前条の目的達成のために必要な事項

（組織）

第３条 委員会の委員は，２０人程度とし，次に掲げる者のうちから，市長が委嘱

する。

（１） 学識経験者

（２） 商業者団体の選出者

（３） 関係交通機関の職員

（４） 関係地域の代表者

（５） 関係行政機関の職員

（６） 前各号に掲げるもののほか，市長が必要と認めた者

２ 委員会には委員長及び副委員長１名を置き，委員のうちから市長が任命する。

３ 市長は，必要があると認めたときは，臨時委員を置くことができる。

（任期）

第４条 委員の任期は，２年とする。

（会議等）

第５条 委員会は，委員長が招集し，委員長がその議長となる。

２ 委員会は，委員の過半数の出席がなければ，会議を開き，議決することができ

ない。

３ 委員長は会務を総理し，委員会を代表する。

４ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるとき，又は委員長が欠けた

ときは，その職務を代理する。

５ 委員会は，委員長が運営上必要と認めるとき，又は藤沢市情報公開条例(平成
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１３年条例第３号）第２９条第２号及び第３号の規定事項に係る議事を行うとき

は，会議を非公開とすることができる。

（部会）

第６条 第２条の事務を円滑に遂行し，専門的事項を調査，検討するため，委員会

に藤沢駅改良専門部会（以下「専門部会」という。）及び藤沢駅南北まちづくり

市民検討部会（以下「市民部会」という。）を置く。

２ 専門部会及び市民部会（以下「部会」と総称する。）の部会員は，それぞれ

１５名以下とする。

３ 部会員は，委員長の指名する委員及び臨時委員で構成する。

４ 部会にはそれぞれ部会長を置き，委員会の委員長又は副委員長の職にある者を

もって充てる。

５ 部会長は，その部会の会務を総理し，必要に応じてその部会を招集し，その議

長となる。

６ 専門部会は，委員会に付議すべき鉄道・交通を専門とする藤沢駅に係る事項の

うち，当該部会の運営及び事業に関する事項を審議し，議決する。

７ 市民部会は，委員会に付議すべき藤沢駅周辺地区の「まちづくり」に係る事項

のうち，当該部会の運営及び事業に関する事項を審議し，議決する。

８ 前条の規定は，部会について準用する。この場合において，これらの規定中，

「委員会」とあるのは「部会」と，「委員長」とあるのは「部会長」と読み替え

るものとする。

（合同会議）

第７条 委員会と部会は，第２条の事業の遂行及び部会相互の活動連携を図るため，

合同会議を開催することができる。

（庶務）

第８条 委員会の庶務は，藤沢市まちづくり推進部藤沢駅周辺地区整備担当におい

て総括し，及び処理する。

（雑則）

第１０条 この規約に定めるもののほか，議事の手続その他委員会の運営に関し必

要な事項は，委員長が委員会に諮って定める。

附 則

この規程は，２０１０年（平成２２年）４月１６日から施行する。
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１．趣  旨 

 
藤沢駅周辺は、藤沢市の表玄関であり公共施設や文化施設、商業業務系の施設が立

地し、藤沢市全体の中心を形成している。 
これまで、昭和３０年代から５０年代にかけて土地区画整理事業や再開発事業によ

って整備され、都市基盤の骨格は整えられてきた。 
しかしながら、整備以来３０年近く経過していることから、様々な課題が顕在化し

てきている。駅利用客の利便性向上のためのＪＲや小田急の駅施設の改良、バリアフ

リーや安全安心の視点からみた駅前広場やデッキの改良、北口通り線を整備すること

による北口周辺の交通処理や民間の土地利用の促進、将来的な市庁舎の改築等を見据

えた公共施設の再編、老朽化しつつある駅周辺の民間建築物の建て替えに対する誘導、

駅南北の商店街の活性化など多くの課題がある。 
これらの課題に応えるためには、藤沢駅周辺の将来の姿をどのように描き、また、

様々な主体がその将来像や将来像を形成する手法、土地利用や誘導方針を共有化して、

それぞれの役割分担のもとに都市づくりを進めることが不可欠である。 
 
そのため、地域住民、学識経験者、地元経済団体、関係機関、行政からなる藤沢駅

周辺地区再整備構想検討委員会（以下「委員会」という。）を設置のうえ、藤沢駅周

辺約145haあまりのエリアを対象とし、再整備構想の策定に向けた検討を進めるもの。 
 
現況写真 

 
【藤沢駅】               【南北地下通路】  

        

 
【南口デッキ】             【北口デッキ】 

      
 

 



 

２．委員会の構成 

 
  委員会と２つの部会の二層構造とする。 
 
（１）委員会 
   検討趣旨をふまえ事務局からの提案及び部会からの報告をもとに、再整備構想

を検討し策定する。 
 
（２）部会 

①藤沢駅改良専門部会 
    学識経験者や交通事業者をはじめとする専門家で組織し、藤沢駅に特化した

専門的事項について検討する。 
 
②藤沢駅南北まちづくり市民検討部会 

    区域内の既存の住民組織代表者や商業者をはじめとする方々で組織し、藤沢

駅周辺地区の「まちづくり」について、地域生活者の視点から検討する。 
   
 

の学識者　　　　

・国（オブザ－バ－）

（１）藤沢駅周辺地区再整備構想検討委員会

①藤沢駅改良専門部会 ②藤沢駅南北まちづくり市民検討部会

・地域住民

・交通計画

・都市計画

・学識者（交通計画）

・神奈川中央交通（株）

・江ノ島電鉄（株）

・東日本旅客鉄道（株）

・小田急電鉄（株）

・関係行政機関 ・藤沢駅南北街づくり協議会

・学識者（都市計画）

・鵠沼地区地域経営会議及
び地域関係団体

・藤沢地区地域経営会議及
び地域関係団体

・藤沢商工会議所

・関係行政機関

・交通事業者

・県、市

・商業、経済

・景観

・都市環境

・地元経済団体

         

 

 

 



 

３．検討項目（予定） 

 
（１）委員会 

・藤沢駅の南北を一体化と捉えた「まち」の将来像や「まちづくり」の理念形

成、方向性など 
・「公共施設再整備計画」をふまえた「まちづくり」のあり方など 

 
（２）部会 

①藤沢駅改良専門部会 
・藤沢駅の乗換利便性の向上を図るための駅舎改良の方向性 
・駅前広場のあり方・広場機能の再整理など 
 

②藤沢駅南北まちづくり市民検討部会 
・藤沢駅南口・北口駅前の顔づくりと商業の活性化 
・住みよい住環境 

 

４．スケジュール（別紙参照） 

 
５．事務局 

 
藤沢市役所まちづくり推進部藤沢駅周辺地区整備担当 



藤沢駅周辺地区再整備構想の位置づけ

新総合計画（策定中）
基本計画・地域まちづくり計画

（鵠沼、藤沢）

都市マスタープラン（改定中)
・全体構想
・地区別構想（鵠沼、藤沢）

藤沢駅周辺地区再整備構想

まちづくり、環境、経済、
その他部門別
計画

都市計画区域の整備、
開発及び保全の方針

都市再開発方針
一号市街地
藤沢駅北口地区
藤沢駅南口地区



藤沢駅周辺
まちづくり推進調整会議

庁内検討組織藤沢都心部再生・公共
施設再整備特別委員会

藤沢市公共施設整備等
事業手法検討委員会

市議会

藤沢駅周辺地区再整備構想検討の体制

藤沢駅南北
まちづくり市民検討部会

藤沢駅改良専門部会

藤沢駅周辺地区再整備構想検討委員会

庁内関係検討組織

連携、調整

調整、意見

報告、意見



1. 基本構想

・ 「まち」のあるべき姿を示す都市ビジョン

2. 基本計画

・ 将来像実現のための方向性

3. 実施計画

・ 基本計画を達成するための計画

平成２４年度～

平成２２年度

計画策定の進め方

平成２３年度



これまでの取り組み状況について（市）

1. 藤沢北口駅前地区整備事業への取り組み

３.藤沢駅周辺まちづくり推進調整会議の設置

4.市議会藤沢都心部再生・公共施設再整備特別委員会の設置

５.藤沢市公共施設整備等事業手法検討委員会の設置

２.市職員ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁ-ﾑによる課題の洗い出し作業

・平成１７年度 計画策定
・平成１９年度 事業着手

・平成２０年度 課題図の作成

・平成２１年度１０月 第１回会議の開催

・平成２１年度１１月 特別委員会の開催

・平成２２年４月 第１回委員会の開催
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